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る。何と言っても、楽しいのだ。展示室を回
るたびに次々と新しい発見があり、利用者を
全く飽きさせない。まず、展示物と利用者と
を隔てるガラスがほとんど見あたらず、自分
の手で触れることができるようになっている。
自分の手で触れて、自分の頭で考える、これ
までの博物館に多く見られた“知識の一方的
な押しつけ”は全く感じられず “学ぶことの、
楽しさ”を味わうことができた。さらに展示
室の至る所に専門分野毎に展示交流員なる人
達がおり、気軽に声をかけて下さった。一日
に何度も聞かれるような質問に対しても、熱
心に受け答えされている姿からは、展示に対
する情熱と誇りが感じられた。
と、ここまで琵琶湖博物館の優れた点ばか

りを強調してきたわけだが、いくつか気にな
る点もあった。まず、自分は 年前にもここを2
訪れたことがあるのだが、当時と展示内容に
変化が見られないように感じられた。やはり、
個性的な展示内容のため、模様替えには困難
が伴うのではないだろうか。さらに自分の手
で触れて考えるということが、展示物の磨耗
と破損を招いてしまうことは避けられないで
あろう。そのため、貴重な資料は展示しにく
いという欠点がある。今後、琵琶湖博物館の
ような所謂“ハンズ＝オン展示”と呼ばれる
博物館はさらに増加していくと思われるが、
埋蔵文化財に代表される壊れやすい資料の展
示方法については、まだまだ議論の余地があ
ると思われる。
今回の見学実習では、これからの博物館の

あり方について非常に参考になるいい経験が
できた。そして是非もう一度琵琶湖博物館を
訪れてみたいと思う。

神郷亀塚古墳を見学して
湯尾 和広修士 年1

神郷亀塚古墳は滋賀県神崎郡能登川町神郷に
所在する。昨年度の調査によって初期の前方後
方墳と判明し、一躍有名になった。今回、見学
実習の一環で発掘調査現場を見学する機会を得
ることができた。調査進行中であるにもかかわ
らず快く見学を承諾し、懇切丁寧に説明して頂
いた能登川町埋蔵文化財センターの植田文雄・
西邦和両氏に感謝申し上げたい。
能登川町は滋賀県の湖東地方に属する。北に

愛知川が流れ、琵琶湖へと注いでいる。西は内
湖である大中の湖干拓地に面し、南境には安土
城がそびえるなど交通の要衝でもある。神郷亀

塚古墳（以下亀塚古墳と略す）は町の東端部に
位置し、西側には ｍ隔てて弥生時代後期か200
ら鎌倉時代に至るまで栄えた湖東地域の中心的
な集落、斗西（とのにし）遺跡・中沢遺跡が広
がっている。中でも斗西遺跡は庄内式～布留式
古段階に東海・北陸など他地域の土器が多量に
出土しており、古墳との関係を考える上で興味
深い。また古墳の東側には小川を挟んで式内社
の乎加（おか）神社が近接している。この神社
は、時代は新しいそうだが本殿に独立棟持柱を
採用している。独立棟持柱をもつ建物は池上曽
根遺跡などで最近注目されており、実物を目の
あたりにすることができる。また鳥居の前にそ
びえる巨大な岩の燈篭や鬱蒼と生い茂る木々に
よって、神秘的な空間を作り出しており、どこ
となく気品を感じさせてくれる。

神郷亀塚古墳での説明風景

亀塚古墳は従来、地元では「亀山」とよばれ
乎加神社の社地として大切に保存されていたそ
うである。現在の墳丘は周辺を耕作等によって
削平されているが、比較的良く残っている。調
査する以前には全長約 ｍの前方後円墳として28
認識されていた。しかし昨年の範囲確認調査に
よって周濠が発見され、全長 ｍの前方部を35.5
南西方向に向けた前方後方墳であることが判明
した。さらに後方部の主体埋土から出土した土
器（庄内式古段階・ 世紀前半）により、平地3
にあって高塚をもつ初期の古墳として注目され
ることになった。
乎加神社において事前説明を受けた後、神郷

集落の間を抜けて古墳へと向かった。中世以来
変わらぬ佇まいを残す集落という。 年以上1500
にわたって古墳を守り続けてきた人々が住んで
いると思うと感慨もひとしおであった。
発掘現場に到着すると、周濠部の把握を目的

とした調査が行われていた。墳丘の周辺は、と
ころどころ表土層の剥がされた部分があり、墳
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丘と周濠部分での明らかな土色の違いを認識す
ることができた。また後方部の東西では、それ
ぞれ周濠部分をトレンチ状に掘り下げている最
中であった。周濠は墳丘に沿って凸型を呈して
おり、後方部側が広くなっている。後方部の最
も大きな部分で幅 ｍ、前方部で幅 ｍをはか12 2
り、深さは後方部で現在掘り進めている段階で
1.3 4ｍ以上 との事である トレンチを覗くと、 。 、
～ 枚の土層が堆積しているのが見えた。上層5
からは 世紀中頃のものとみられる須恵器が見7
つかり、周濠の埋没時期はほぼ判明したが、肝
心の最下層からはあまり遺物は見つかっていな
い、という話であった。また東側の周濠内でピ
ット状の遺構が検出されていた。トレンチ断面
部にもその痕跡が見られ、周濠を点々とピット
が取り囲んでいた可能性も考えられる。
古墳の調査経過を説明する中で、植田さんは

亀塚古墳と斗西遺跡・乎加神社の興味深い関連
性を述べておられた。亀塚古墳の被葬者は斗西
・中沢集落の発展に大きく関与した有力者であ
っただろう。斗西遺跡で見つかった土器・木器
・石製模造品などを使った水辺祭祀の遺構は、
遺跡の東側にあって亀塚古墳を望むことのでき
る位置にある。亀塚古墳は祭祀の対象となった
のではないか。また亀塚古墳の周濠が最終的に
埋没する時期を境にして乎加神社が成立したの
ではないのだろうか。という非常に魅力的な考
えであった。亀塚古墳に接して暮らしていたこ
の地域の人々の生活の一端を浮き彫りにするも
のであろう。
ここで気のついたことがいくつかある。まず

亀塚古墳の立地である。斗西集落から ｍ離200
れたこの地を墓地と定めたのには、おそらく集
落との隔絶性を持たせる意味合いがあったのだ
ろうが、亀塚古墳の後方には和田山がそびえて
いる。この丘陵を利用しなかったのは、平地に
築造する必要性があったからであろうか。
近年、前方後方形周溝墓とよばれる遺構が滋

賀県・愛知県で多数発見されている。滋賀県で
は庄内式古段階ごろ湖北・湖東地方に出現し、
その後湖南地方（野洲川流域）に集中して見ら
れる（註 。これら周溝墓の中には亀塚古墳同1）
様に墳丘をもつものもあっただろう。いずれに
しても平地に築造する前方後方墳の例である。
さらに亀塚古墳と隣接する地域に広がっている
ことも見逃せない。対して最近調査されている
ほぼ同時期の前方後方墳、湖北地方の小松古墳
や湖西地方の熊野本 号墳は丘陵上に造られて6
いる。墳墓立地の選択には地域性があったのだ
ろう。

また、亀塚古墳の墳丘が残っていること、そ
の母体集落である斗西・中沢集落が近接するこ
とからいろいろと考えを巡らすことができる。
例えば斗西集落から亀塚古墳を望んだ場合、常
に左に後方部をもつ形に見えていたことにな
る。このことから亀塚古墳では、ひょっとする
と前方部ではなくて「側面」を正面として意識
していた可能性もある。前方後方（円）墳を最

、「 」 （ ）も大きく感じるのは 側面 方向から後方 円
部と前方部の両方を見た時であり、逆に前方部
から望む場合は、巨大な古墳になるほどその大

。 、きさは実感しにくいのではないだろうか 今後
古墳の正面観を再考してみたいと思う。
さらに亀塚古墳は、版築による墳丘の造成や

構築墓壙など一般的な「古墳」に通有な築造方
法をとっている可能性もある。箸墓古墳の築造
以後の墳墓を古墳とする現在の流れの中では、
庄内式期の築造と考えられる亀塚は「古墳」と
は呼べないことになる。近年次第に数を増やし
つつある庄内式期の「古墳」とともに考え直す
必要があるだろう。
今回の亀塚古墳の見学を通じて、色々と考え

、 。させられる所が多く 意義のあるものであった
亀塚古墳は来年度、主体部の発掘に取り掛かる
予定だと聞く。また新たに我々の予想しない事
実が次々と判明することであろう。調査の結果
に期待をしつつ静かに見守っていくことにした
い。

註
）佐伯英樹 「前方後方形周溝墓 『滋賀考古』第 号1 1999 21」

pp.41~46
1995宮崎幹也

「近江地域の前期古墳の動向―近江の前方後方墳を考
える― 『前方後方墳を考える』第 回東海考古学フ」 3

pp.229~232ォーラム

安土城考古博物館見学記
柳生 俊樹修士 年2

今回の見学実習の最後の目的地が、滋賀県
立安土城考古博物館である。小雨の降る中、
予定より遅れ 時過ぎに到着。館前での記念撮16
影後、見学に臨んだ。幸運にも、学芸員の方
に解説していただけることになっていたが、
今回、我々を迎えてくださった北村圭弘さん
は、金沢大学文学部考古学コースの卒業生で
ある。
安土城考古博物館は滋賀県蒲生郡安土町に

あって、その名の通り、織田信長の居城、安
土城のお膝元である。安土城だけではない。
博物館の周辺地域は、非常に歴史的意義の深
い土地柄である。博物館の東隣には六角氏の


